
  

 
結果概要 

（１）正答率（浦安市・千葉県・全国） 

  小学校６年生  平均正答率（％） 中学校３年生  平均正答率（％） 

 浦安市 千葉県（公立） 全国（公立）  浦安市 千葉県（公立） 全国（公立） 

国語 ６９ ６５ ６４．７ 国語 ６８ ６５ ６４．６ 

算数 ７６ ７０ ７０．２ 数学 ６０ ５６ ５７．２ 

※千葉県（千葉市を除く）・全国ともに公立学校の平均正答率（%）です。 

 ※文部科学省の発表に基づき、全国平均正答率は小数第１位まで、県平均正答率は小数点以下を四捨五入した結果を示しています。 

（２）児童生徒質問紙調査より 
  主体的・対話的で深い学びに関する項目では、「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分か

ら取り組んでいました」と肯定的に回答した児童生徒に、教科の平均正答率が高い傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学校 75.7％ 中学校 77.5％でした。全国値小学校 78.2％中学校

81.0％と比較すると浦安市はやや低い傾向がありました。 

 

 

 

 

 

               浦安市教育委員会 

浦安の子どもたちの
確かな学力の向上を目指して

全国学力・学習状況調査結果

令和３年５月２７日実施

本資料の目的

•「全国学力・学習状況調査」の結果を踏まえた、授業改善に向けた取組をより一層進める。

•調査結果を調査対象学年の結果として扱うのではなく、学校全体の指導改善に活用し、組織的・
継続的な取組に役立てる。

調 査 内 容

•教科に関する調査・・・国語、算数・数学

•生活習慣や学校環境に関する調査・・・児童生徒質問紙、学校質問紙

日々の授業の中で、児童生徒の主体的な学びをはぐくむことが重要です。 
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相
川
さ
ん
は
、【
資
料
】
を
読
み
、
面
フ
ァ
ス
ナ
ー 

が
宇
宙
で
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て 

ま
と
め
て
い
ま
す
。
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
は
、
国
際
宇
宙 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
か
。
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

〈
条
件
〉 

・
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
よ
さ
を
取
り
上
げ
て
、 

国
際
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
の
使
わ
れ
方
に 

つ
い
て
書
く
こ
と
。 

・【
資
料
】
か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て 

書
く
こ
と
。 

・
六
十
字
以
上
、
七
十
字
以
内
に
ま
と
め
て 

書
く
こ
と
。 

【
正
答
例
】 

 

面
フ
ァ
ス
ナ
ー
は
し
っ
か
り
と
く
っ
つ
き 

か
ん
単
に
は
が
せ
る
こ
と
か
ら
、
物
が
う
か
ぶ 

国
際
う
ち
ゅ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
身
の 

回
り
の
全
て
の
物
の
固
定
に
使
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
七
十
字
） 

小学校・国語 

平均正答率 浦安 34.7% 全国 29.7%  

小中共に「記述式」

に課題が見られま

す。要点を押さえ

たり、根拠や自分

の考えを明確にし

たりと、条件を踏

まえて書く学習が

大切です。 

【
紹
介
】
に 

 

線
部
「
様
々
に
評
価
す
る
」
と 

あ
り
ま
す
が
、【
文
章
の
一
部
】
で
は
、「
吾
輩
」
は 

「
黒
」
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
ど
の
よ
う
な
接
し

方
を
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
あ
な
た
は
、
そ
の
よ

う
な
「
吾
輩
」
の
接
し
方
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。 

次
の
条
件
１
と
条
件
２
に
し
た
が
っ
て
書
き 

な
さ
い
。 

条
件
１ 

【
文
章
の
一
部
】
か
ら
、
「
吾
輩
」 

が
「
黒
」
を
評
価
し
て
い
る
表
現
を 

引
用
し
た
上
で
、「
吾
輩
」
が
「
黒
」 

に
ど
の
よ
う
な
接
し
方
を
し
て
い
る 

こ
と
が
分
か
る
の
か
を
書
く
こ
と
。 

条
件
２ 

条
件
１
の
よ
う
な
「
吾
輩
」
の
接
し 

方
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を 

具
体
的
に
書
く
こ
と
。 

【
正
答
例
】 

 

「
は
な
は
だ
御
し
や
す
い
猫
で
あ
る
」
と 

評
価
し
て
お
り
、「
吾
輩
」
は
「
黒
」
の
機
嫌
を 

と
る
よ
う
な
接
し
方
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

私
は
、
こ
の
よ
う
な
「
吾
輩
」
の
接
し
方
は
と
て
も 

賢
い
と
思
う
。 

①
元
の
文
章
の
構
成
や
表
現
を
そ
の
ま
ま
生
か

し
た
り
、
自
分
の
言
葉
を
用
い
た
り
し
て
、

分
量
を
考
え
な
が
ら
文
章
を
短
く
ま
と
め
さ

せ
る
。 

②
目
的
に
応
じ
て
文
章
と
図
表
な
ど
の
情
報
を

関
連
付
け
て
検
討
す
る
な
ど
、
複
数
の
情
報

を
結
び
付
け
て
考
え
を
形
成
さ
せ
る
。 

③
同
じ
文
章
で
も
読
み
手
の
目
的
に
よ
っ
て
、

内
容
の
中
心
と
な
る
語
や
文
章
が
、
異
な
る

も
の
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
、
必
要
な
情
報

を
見
付
け
る
活
動
を
す
る
。 

平均正答率 浦安 25.3% 全国 20.5%  

出題の趣旨目的を意識して、中心となる語や文を 

見付けて要約する。※第４学年までの内容 

正答率 

①
読
む
目
的
や
意
図
を
明
確
に
し
た
り
、
読
む

こ
と
に
よ
っ
て
何
を
得
て
、
ど
う
活
用
す
る

か
を
意
識
さ
せ
な
が
ら
文
章
を
読
む
。 

②
「
構
造
と
内
容
の
把
握
」
や
「
精
査
・
解
釈
」

を
通
し
て
理
解
し
た
こ
と
を
他
者
に
説
明
し

た
り
、
他
者
の
考
え
や
そ
の
根
拠
を
知
っ
た

り
す
る
中
で
、
自
分
の
考
え
を
も
つ
よ
う
に

指
導
す
る
。 

③
幅
広
く
文
学
作
品
に
目
を
向
け
、
新
た
な
も

の
の
見
方
や
考
え
方
を
発
見
し
た
り
、
自
分

の
考
え
が
広
が
っ
た
り
す
る
こ
と
を
実
感
で

き
る
よ
う
な
場
を
設
定
す
る
。 

中学校・国語 

出題の趣旨文章に表れているものの見方や考え方

を捉え、自分の考えをもつ。※第１学年までの内容 

学習のねらいに合った適切な言語活動を位置づけましょう。根拠を明確に自分の考えをまとめ、他者

の考えから自身の考えを振り返る時間を、どの教科でも継続的に日々の学習に取り入れましょう。 

 
 

 
 

 
 

・
グ
ル
ー
プ
学
習
の
中
で
、
自
分
の
考
え
を

他
者
に
説
明
し
、
他
者
の
考
え
を
聞
く
こ

と
で
、
自
分
の
考
え
を
再
構
成
さ
せ
る
。 

 
 

 
 

 
 

・
話
し
合
い
活
動
の
目
的
を
明
確
に
し
、
新

た
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
の
発
見
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。 

 

様 
 

 
 

 

・
文
章
と
図
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
の
情
報
を
関

連
付
け
、
必
要
な
情
報
を
選
択
さ
せ
る
。 

・
集
め
た
情
報
を
目
的
に
応
じ
て
、
相
手
に

伝
わ
る
よ
う
に
、
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め

る
よ
う
指
導
す
る
。 

小学校・・・ ２（四）      課題が見られた主な設問    中学校・・・３（四） 

 
 

他学年・他教科で育てる

力 

小学校 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

中学校 

正答率 

話すこと 

・聞くこと 

  



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

小中共に「図形」
に課題が見られま
す。根拠に基づい
た自分の考えをも
ち、他の考えと比
較して思考の過程
を振り返る学習が
大切です。児童生
徒が発言しやすい
場面設定をしまし
ょう。 

出題の趣旨平行四辺形になるための条件を用いて、四

角形が平行四辺形になることの理由を説明することが

できる。※第２学年の内容 

 

①面積を求めようとする図形の辺の長さ

や位置関係、分かっている図形の辺の

長さや位置関係を捉え、面積の求め方

について筋道を立てて説明する。 

②平行四辺形や台形などの面積を求める

公式を導く際に、等積変形をしたり、

合同な図形を組み合わせて変形したり

する。その中で組み合わせてできた辺

や高さ、元の図形の辺や高さとの対応

に着目できるようにする。 

③図形に示された長さを全て用いるので

はなく、図形と求積公式とを関連付け、

必要な情報を選び出し、面積を求める。 

図４において、△ＡＢＣと△ＣＥＡは合同なので、対応す

る辺の長さや角の大きさが等しいことがわかります。 

 このことから、四角形ＡＢＣＥが平行四辺形になること

は、平行四辺形になる条件を用いて説明できます。下のア、

イのどちらかを選び、選んだ条件を用いて説明しなさい。 

ア ２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は、平行四

辺形である。 

イ ２組の向かい合う角がそれぞれ等しい四角形は、平行四

辺形である。 

【正答例】アを選択した場合 

 ＡＢ＝ＣＥ ・・・① 

 ＢＣ＝ＥＡ ・・・② 

①、②より、２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形

は、平行四辺形である。 

平均正答率 浦安 46.6% 全国 44.3%  

出題の趣旨複数の図形を組み合わせた平行四辺形について、 

図形を構成する要素などに着目し、図形の構成の仕方を捉えて、 

面積の求め方と答えを式や言葉を用いて記述する。※第５学年の内容        

 

①説明をするために、何を示せばよ

いかを明らかにし、どの条件を用

いればよいかについて検討する

活動を取り入れる。 

②合同であることを基に、対応する

辺や角の等しい関係に着目して、

性質を確認する場面を設定する。 

③予想した事柄が成り立つ理由を

筋道を立てて考えることや条件

を保ったまま図形を動かしても

成り立つ事柄を見いだすことが

できるようにする。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                            

 

 

 

 

 

・変化する事象について、前後の

事象と比較し、筋道を立てて説

明する。 

・複数の資料から、課題解決に必

要な情報を選び出し、論理的に

解決する場面を設定する。 

 

 

・図や資料で読み取れる内容を根

拠として用い、筋道を立てて説

明する。 

・説明するために必要な事柄を 

検討する活動場面を設定する。 

他学年・他教科で育てる

力 

次のような二等辺三角形があります。 

右の二等辺三角形を４つ使い、次のよう 

に、同じ長さの辺どうしを合わせて、 

平行四辺形ＡＢＣＤをつくりました。 

平行四辺形の面積の公式を 

使って、平行四辺形ＡＢＣＤの 

面積を求めます。 

 辺ＢＣを底辺としたときの 

面積の求め方を、式や言葉を 

使って書きましょう。そのとき、平行四辺形ＡＢＣＤの高さを 

どのように求めたのかがわかるようにしましょう。また、 

平行四辺形ＡＢＣＤの面積が何㎠になるかも書きましょう。 

【正答例】 

辺ＢＣを底辺としたとき、高さは６×２＝１２で、１２㎝です。 

平行四辺形ＡＢＣＤの面積は、５×１２＝６０で、６０㎠です。 

小学校・算数 

小学校 

 

中学校・数学 

小中学校ともに、複数の情報から必要な情報を選び出し、目的に応じて説明する学習

が必要です。習熟度や等質分割による少人数指導やグループ学習が有効です。 

平均正答率 浦安 53.5% 全国 46.0%  

小学校・・・２（３）       課題が見られた主な設問       中学校・・・９（１） 

正答率 
正答率 


